
リーディングDXスクール事業　【実践事例①】

　「総合的な学習の時間」や「特別活動の時間」において、上
級学校調べや職業調べ、校外学習についての学習を行う際
にタブレットを活用して行った。
◯第１学年での取組例
　校外学習では、当日の活動の様子をタブレットで撮影し、報
告書を作成するときに利用した。
◯第２学年での取組例
　宿泊的行事で行ったキャンドルサービスでは、Google 
Formsでとったアンケートをもとに、Googleスプレッドシート内
でスタンツの一覧表を作成し、発表の準備を進めた。当日の
音響も担当の生徒がタブレットを活用して行った。バス内で行
うレクの企画書をドキュメントで協働編集を行って作業を進め
た。

【取組内容】「情報活用能力の育成」タブレットの普段使い



【取組内容】「情報活用能力の育成」生徒会活動

リーディングDXスクール事業　【実践事例②】

　Google Classroomに専門委員会で使う資料を
投稿し、活動内容の共有を行うなど、タブレットを活
用して、生徒会活動を行っている。
◯専門委員会活動での取組例
　放送委員会では、週末に行われる部活動の予定
と結果を放送している。その際にGoogleスプレッド
シートを活用して、各部活動の顧問が必要項目を
記載している。

◯生徒会行事での取組例
　生徒会役員選挙において、Googleドキュメント・
スプレッドシート・Meet・Formsを活用した。生徒間
で協働して原稿を作成することが可能なため有効
的に活用できた。担当教諭が確認や添削する際
も、オンライン上で行えるため効率的に作業を進め
ることができた。立会演説会はMeetを用いて行っ
た。行事後に行ったFormsでのアンケートでは、多
くのコメントが寄せられた。



【取組内容】　端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

リーディングDXスクール事業　【実践事例③】

　本校では、帰りのHRの前に10分間ドリルタイムを設定し、タブレット内にあるドリルソフト
を一人一人の学習進度に合わせて取り組ませている。その結果、授業前後や休み時間、
家庭での学習にタブレットを活用して主体的に学習する姿が見られる。その他、各教科の
課題についてタブレットを活用して取り組ませている。

◯ドリルソフトの活用
　本校では、各教科問題集を購入しており、ドリルソフトとの併用を行っている。ドリルソフトで
は、生徒が学習内容をどの程度理解しているかを把握するうえで有効である。また、間違えた
問題を繰り返し取り組めるので学習内容の定着が期待できる。



【GIGA×情活能力】自立した学習者の育成に向けた取組

リーディングDXスクール事業　【実践事例④】

＜考察＞
◯Googleスプレッドシートを活用した取組
単元：社会科「産業の発達と幕府政治の動き」
　単元ごとの学習計画と学習の振り返りに活用し
た。各自が見通しをもって学習に取り組めるように
することを目的にした。学習が苦手な生徒には他の
生徒の記述を参考に自分なりにまとめるように指導
を行った。
◯Googleスライドをメモ用に活用した取組
単元：社会科「中国・四国地方」
　授業で学習した内容を事前に用意してあるスライ
ドに整理をさせた。教師が用意した学習課題だけで
なく、自分からページを増やし、課題に取り組む生
徒が見られた。

　授業中の机間巡視だけでなく、Googleスプレッド
シートの記述内容や作成したメモ用のGoogleスライ
ドから、その時間の学習の様子を把握し、個別に声
かけを行い、資料の見方などを説明した。また、必
要に応じて、次時にクラス全体に補足の説明を行っ
た。
　今後は先行して行っている教科をもとに、学校で
端末を日常的に使うことにより、教育活動の更なる
推進を図っていきたい。



【GIGA×指導の工夫・改善】学習状況の的確な把握と、個に対する丁寧な指導の工夫・改善に向けて

リーディングDXスクール事業　【実践事例⑤】

＜考察＞
◯タブレットを活用した授業実践
単元：理科　生物の体のつくりとはたらき
　ニワトリやブタの心臓を利用して、中学校では
初めてとなる動物の解剖を行った。心室・心房の
筋肉の厚さの違いや、大動脈・肺動脈などの血
管が各部分につながっていること、血管の厚さが
違うことなど、これまで学習したことを確認しなが
ら解剖実習を行った。動物の心臓のつくりを観察
することを通して、心臓のつくりの特徴を体験的
に理解させることができると考えた。その際、タブ
レットを用いて写真を撮影し、次の時間に別の班
に対して気が付いたことや考えたことを発表させ
ることを目標に、心臓のつくりについてプレゼン
テーション資料を班ごとに作成させた。発表を通
して 2 種類の動物の心臓のつくりを理解し、1 学
年で学習した動物の分類(哺乳類と鳥類)によらな
い共通点を探究させた。2 時間目の発表の時間
では、それぞれの発表の様子をタブレットで撮影
し、評価した。
　解剖、観察、記録、考察、プレゼンテーション資
料の作成と発表の過程を通じて、班内や学級内
で伝え合い、学び合い、わかり合う協働的な学び
の充実を図ることを重点として、実践を行った。
　

解剖経過を撮影し、心臓のつくりに
ついてスライドをつくった

2種類の動物の心臓を担当を分け
て解剖し、それぞれのスライドを画
面キャプチャしながら録音・録画し
た

お互いの発表動画を見たあとで、
それぞれの心臓のつくりの共通点
を考えて、GoogleFormsで答え、
共有した



【GIGA×中・国語】調査結果を根拠に自分の考えをまとめる「１学年の課題について考えよう」

リーディングDXスクール事業　【実践事例⑥】

＜考察＞
◯本単元で身に付けさせたい力
　 タブレットを活用して、アンケートの作成、取りまとめをおこない、その
内容を下に話合い、自分の意見をまとめるという授業実践を行った。
　本単元では、「さつきが丘中学校 1学年の課題について考える」という
テーマで、アンケート結果を根拠に自分の考えをまとめるという言語活
動を通して、〔思考力、判断力、表現力等〕の「 B(1)ウ根拠を明確にしな
がら、自分の考えが伝わる文章になるように工夫する」力を身に付けさ
せることを目的にした。学習指導要領解説には、「自分の考えが確か
な事実や事柄に基づいたものであるかを確かめ」たうえで、「自分の思
いや考えを繰り返すだけではなく、根拠を文章の中に記述する必要が
あることを理解して書くことが重要である。」とある。本単元では、アン
ケート結果を文章の中に記述することで自分の思いが伝わりやすくな
ることを感じさせるように計画した。
　また、本単元の言語活動を通して、〔知識及び技能〕の「 (2)ア 原因と
結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解する」力を身
に付けさせる。学習指導要領解説には、「他者の意見を理解したり、自
分の意見を述べたりする際には、意見を支える根拠を明らかにするこ
とが重要となる」とある。学校生活や日常生活で自分の考えを発信す
る機会は非常に多いと考えられる。意見を相手に伝える際に、根拠を
明らかにすることの必要性を生徒に感じさせる目的があった。そのた
めに、何が意見で、何が根拠かを理解する必要があり、本単元の学習
を通して、適切に意見と根拠を判別する力を養うことを図った。
　 Google Formsの活用は、アンケートの集約が行いやすく、また結果
が見やすいため、生徒が考えをまとめ、発表をしたり、意見交換を行っ
たりする際に有効的だった。


